
もんじゅREPORT「もんじゅ」のロゴマーク
智慧の象徴の文殊菩薩が乗って居られる 

「獅子」をイメージしたもの

燃料体の取出し作業の完遂に向けて
模擬燃料体の部分装荷の実施

この研究に携わっている機構職員

2016年に入社後、「もんじゅ」の運転管理業務や炉
心解析業務などに携わり、現在は「もんじゅ」の燃料
管理業務に従事しています。燃料体取出し作業前に定める実施計画では、
現場の作業や「もんじゅ」の燃料管理がより安全かつ効率的に実施でき
るよう、燃料体の取扱順序や作業前の確認項目等を検討しながら作成し
ています。「もんじゅ」の廃止措置に貢献していけるよう、今後も確実な
燃料体取出しの完了に向けて、精一杯努めていきます。
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模
擬
燃
料
体
の
部
分
装
荷
に
係
る 

廃
止
措
置
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

「
も
ん
じ
ゅ
」
で
は
、
廃
止
措
置
の
第
１

段
階
と
し
て
、
燃
料
体
の
取
出
し
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
燃
料
体
は
、
原
子
炉
容
器

内
で
は
自
立
し
、
地
震
時
に
は
周
辺
の
燃
料

体
に
よ
り
支
え
合
い
、
燃
料
体
を
安
全
に
維

持
す
る
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

原
子
炉
容
器
に
装
荷
さ
れ
て
い
る
燃
料
体
を

取
り
出
す
と
き
は
、
取
り
出
し
た
位
置
に
燃

料
体
の
寸
法
・
重
量
等
を
模
擬
し
た
模
擬
燃

料
体
（
写
真
１
）
を
装
荷
す
る
設
計
と
し
て
い

ま
し
た
。

放
射
性
廃
棄
物
発
生
の
低
減
、
不
具
合
の

発
生
の
低
減
な
ど
の
観
点
か
ら
、
模
擬
燃
料

体
を
全
数
装
荷
し
な
い
部
分
的
な
装
荷
（
図

１
）
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
模
擬
燃
料

体
の
体
数
を
３
７
０
体
か
ら
２
４
６
体
に
減

ら
し
て
も
お
互
い
が
支
え
あ
う
炉
心
体
系
が

維
持
さ
れ
燃
料
体
の
健
全
性
が
保
た
れ
る
こ

と
や
、
燃
料
取
扱
設
備
で
燃
料
を
安
全
に
取

り
扱
え
る
こ
と
を
検
証
し
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
７
月
、
検
証
結
果
を
基
に
模

擬
燃
料
体
の
部
分
装
荷
に
つ
い
て
原
子
力
規

制
委
員
会
に
廃
止
措
置
計
画
変
更
認
可
申
請

を
行
い
、
審
査
の
結
果
、
２
０
２
０
年
５
月

に
認
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

模
擬
燃
料
体
の
装
荷
の
終
了

２
０
２
１
年
１
月
か
ら
２
月
に
実
施
し
た

原
子
炉
容
器
か
ら
炉
外
燃
料
貯
蔵
槽
へ
の
燃

料
体
１
４
６
本
の
取
出
し
作
業
を
も
っ
て
、

部
分
装
荷
に
必
要
な
２
４
６
体
の
模
擬
燃
料

体
の
装
荷
を
終
了
し
ま
し
た
。
今
後
、
原
子

炉
容
器
に
残
る
１
２
４
体
の
燃
料
体
を
原
子

炉
容
器
か
ら
炉
外
燃
料
貯
蔵
槽
に
取
り
出
す

作
業
に
お
い
て
は
、
模
擬
燃
料
体
を
装
荷
し

な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

部
分
装
荷
に
よ
っ
て
、
燃
料
体
取
出
し
作

業
に
必
要
な
模
擬
体
の
約
３
分
の
１
を
削
減

し
、
計
画
ど
お
り
「
原
子
炉
解
体
段
階
に
発

生
す
る
放
射
性
廃
棄
物
の
低
減
」
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
安
全
に
燃
料
体
の
取
り
出
し
が
完

遂
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

写真1　模擬燃料体

図1　燃料体及び模擬燃料体の装荷位置
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廃止措置開始時の炉心状態
（370体の燃料体を装荷） 燃料体取出し完了時模擬燃料体等の装荷終了時

（246体の燃料体取出し）

：燃料体（370体）
：制御棒集合体及び
   中性子源集合体(21体分) 
：模擬燃料体等（246体分）
 ：空き箇所（124体分）
※中性子しゃへい体の記載は省略

図1 燃料体及び模擬燃料体の装荷位置

燃料体を取り出した位置に
模擬燃料体等を装荷する。

模擬燃料体等を
 装荷しない。

炉心からの
燃料体の取出し
（全370体）

年度 2019年
2019.10

100体
2019.12

2020年
2021.1

2021.3

2021年 2022年
2022.4

2022.6
146体 124体

模擬燃料体等を
装荷しない。
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